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令
和
２
年
３
月
11
日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

令
和
元
年
度
第
２
回
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
書
面
議
決
書
の
提
出
を
基
礎
と
し
て
、
総
代

29
名
の
本
人
出
席
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
４
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
菊
地
組
合
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
書
面
に
よ
る
議
決
を
最
大
限

に
活
用
し
て
欲
し
い
と
農
林
水
産
省
お
よ
び
岩
手
県
か
ら

指
導
要
請
が
あ
り
、
今
回
の
臨
時
総
代
会
は
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

台
風
19
号
の
被
害
な
ど
に
よ
り
、
り
ん
ご
の
支
払
共
済
金
は

７
０
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
収
入

保
険
は
、
農
業
者
の
リ
ス
ク
に
最
も
対
応
出
来
る
制
度
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
に
は
収
入
保

険
、
青
色
申
告
以
外
の
方
に
は
農
業
共
済
の
加
入
推
進
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
使
命
で
す
。
総
代
の
み

な
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
住
田
町
の
金
野
純
一
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
全
４
議
案
が
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
１
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

建
物
共
済
の
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
に
つ
い
て
、
１

世
帯
当
た
り
の
支
払
額
が
最
大
で
20
万
円
か
ら
50
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
水
道
管
凍
結
修
理
費
用
共
済
金
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
農
機

具
共
済
の
免
責
割
合
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※
変
更
後
の
農
機
具
共
済
の
免
責
割
合
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
３
月
発
行
の
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
２
号

平
成
30
年
度
家
畜
共
済
引
受
に
か
か
る
掛
金
乙
額
上
乗

せ
未
経
過
分
の
家
畜
診
療
所
勘
定
へ
の
移
管
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
に
引
受
し
た
家
畜
共
済
掛
金
上
乗
せ
額

の
未
経
過
分
３
９
１
８
万
３
千
円
を
家
畜
診
療
所
勘
定

に
移
管
し
ま
す
。

議
案
第
３
号

令
和
元
年
度
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

業
務
勘
定
収
支
予
算
書
、
家
畜
診
療
所
勘
定
収
支
予

算
書
の
更
正
を
し
ま
す
。

建
物
共
済
の
補
償
充
実
へ

臨
時
総
代
会

全
議
案
可
決
・
承
認

提 出 議 案  　　

主
な
議
案
説
明

総代定数	 298名
本人出席	 29名
書面出席	 268名
出席者合計	 297名

総代会とは
　組合員の代表（総
代）が出席して、理事か
ら提出された議案を審
議します。組合員の声
を反映させる最高意思
決定機関です。

議案第１号
　岩手県農業共済組合事業規程の一部変更について

議案第２号
　平成３０年度家畜共済引受にかかる掛金乙額上乗せ未経過
分の家畜診療所勘定への移管について

議案第３号
　令和元年度事業計画の変更について

議案第４号
　令和２年度家畜共済事務費賦課方法の設定について

議長をつとめた金野純一総代

新型コロナウイルス感染防止のため、出席者にマスクを配布して机を通常より離して配置しました

あいさつする菊地一男組合長

全議案が可決・承認されました

議
案
第
４
号

令
和
２
年
度
家
畜
共
済
事
務
費
賦
課
方
法
の
設
定
に
つ

い
て

　
家
畜
共
済
の
死
亡
廃
用
共
済
（
事
故
除
外
を
除
く
）

と
疾
病
傷
害
共
済
の
両
方
に
加
入
し
て
い
る
方
に
適
用

と
な
る
セ
ッ
ト
割
引
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

は
一
部
の
事
故
除
外
方
式
で
加
入
さ
れ
る
方
に
も
セ
ッ

ト
割
引
を
適
用
し
ま
す
。
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失
火
見
舞
費
用
共
済
金

　
加
入
物
件
が
火
元
と
な
り
、
第
三
者
の
所
有

す
る
も
の
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
支
払
わ
れ

る
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
が
１
世
帯
あ
た
り
最

大
で
20
万
円
か
ら
50
万
円
（
加
入
共
済
金
額
の

20
％
が
限
度
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

水
道
管
凍
結
修
理
費
用
共
済
金

　
４
月
１
日
以
降
に
発
生
し
た
凍
結
に
よ
り
加

入
物
件
の
専
用
水
道
管
が
破
損
し
た
場
合
、
修

理
費
用
を
実
費
で
最
大
10
万
円
補
償
し
ま
す
。

火
災
共
済
の
み
に
加
入
し
て
い
る
物
件
の
場
合

で
も
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
パ
ッ
キ
ン
グ
の
み
に
生
じ
た
損
害
や
、
凍
結

し
た
水
道
管
の
解
氷
作
業
の
み
の
費
用
の
場

合
は
除
き
ま
す
。速

や
か
に
連
絡
を

　
共
済
金
の
支
払
い
に
は
、

事
故
状
況
の
確
認
が
必
要

で
す
。
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
修
理
す
る
前
に
お

近
く
の
N
O
S
A
I
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

費
用
共
済
金
不
担
保
特
約
も
あ
り
ま
す

　

費
用
共
済
金
不
担
保
特
約
を
付
け
て
い
る
場
合
、
掛
金
は

安
く
な
り
ま
す
が
、
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
や
水
道
管
凍
結

修
理
費
用
共
済
金
な
ど
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

次郎さん
太郎さん

太郎さん宅次郎さん宅

費用共済金がさらに充実
臨時総代会で事業規程が一部変更され、建物共済の補償がさらに拡充されました。

 解説！
建物共済

補償
  アップ！

新設

建物共済加入

太郎さんの住宅が火事になり、
次郎さんの住宅にも被害が…

次郎さんに対するお見舞金と
して、太郎さんに最大で 50
万円を支払います

危
な
い
！

火
が…

お
互
い
に
被
害
が

な
く
て
良
か
っ
た
ね

ご
心
配
を
お
か
け
し
て

ご
め
ん
な
さ
い…

も
し
、
も
ら
い
火
で

火
事
に
な
っ
た
ら
、

火
元
の
方
に
補
償
し
て

も
ら
え
る
ん
だ
よ
ね
？

あ
く
ま
で
お
見
舞
金
の
た

め
の
費
用
を
お
支
払
い
す

る
も
の
で
す
。
所
有
者
自

身
が
火
災
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
よ

自
分
の
財
産
は
自
分
で

守
ら
な
い
と
い
け
な

い
っ
て
こ
と
だ
ね

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共

済
は
短
期
補
償
型
で
毎

年
見
直
し
が
で
き
る
し
、

特
約
も
充
実
し
て
い
る

か
ら
お
す
す
め
で
す
よ

最
大
で
20
万
円
か
ら

50
万
円
に
補
償
が

ア
ッ
プ
し
た
ね

い
い
え
。
法
律
上
は
故

意
も
し
く
は
重
過
失
で

な
け
れ
ば
火
元
に
賠
償

責
任
は
無
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

建物共済加入
太郎さん

太郎さん宅次郎さん宅

建物共済未加入
次郎さん

NOSAI 職員

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は

失
火
見
舞
費
用
共
済
金
が

あ
り
ま
す
よ

自分の財産は自分で守ろう！

～入って安心！建物共済～

詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
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令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
、
一
般
職
９
人
、
獣
医

師
４
人
の
合
計
13
人
の
職
員
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。

東南部地域センター
収穫共済課

磐井地域センター
収穫共済課

胆江地域センター
資産共済課

盛岡地域センター
盛岡・紫波支所 資産共済課

中部地域センター
資産共済課

盛岡地域センター
収穫共済課

中部地域センター
収穫共済課

盛岡地域センター
総務課

岩
い わ か ど

角 萌
も も か

々花

小
お の で ら

野寺 豊
と よ ひ こ

彦 南
み な み の

野 龍
り ゅ う た ろ う

太郎

中
な か や ま

山 美
は る か

佳

坂
さ か が わ

川 美
み さ と

都

菊
き く ち

地 玲
れ い か

花

平
ひ ら た

田 奈
な つ み

津美

大
お お か み

上 佐
さ ち

千

柿
か き き

木 恵
め ぐ み

実

千
ち ば

葉 恵
え な

樹

大
お お い し

石 将
ま さ と

斗

菊
き く ち

池 雄
た け と

翔

安
や す か わ

川 美
み や

弥

本所
収穫共済課

岩手沿岸基幹家畜診療所
診療課

岩手県北基幹家畜診療所
北部家畜診療所

岩手県北基幹家畜診療所
葛巻家畜診療所

岩手県北基幹家畜診療所
診療課

滝沢市出身

釜石市出身 盛岡市出身

東京都出身

洋野町出身

矢巾町出身

神奈川県出身

久慈市出身

雫石町出身

盛岡市出身

紫波町出身

盛岡市出身

神奈川県出身

　何事にも丁寧に取り組
み、農家のみなさんのお役
に立てるように頑張ります。
よろしくお願いします。

　早く仕事を覚え、農家
のみなさんの力になれる
ように一生懸命頑張りま
す。よろしくお願いしま
す。

　食を支える仕事に携わ
る農家さんのことを尊敬し
ています。早く仕事を覚え、
みなさんの役に立ちたい
です。

　牛と馬の獣医になること
が夢で就職しました。小柄
ですが、気概だけは十分
で頑張りますのでよろしく
お願いします。

　環境の変化に早く慣
れ、ＮＯＳＡＩ職員の一員
として貢献できるように
精進します。

　早く仕事に慣れ、農家
のみなさんの支えになれ
るよう頑張ります。よろし
くお願いします。

　岩手県の畜産を支え
盛り立てる『縁の下の力
持ち』を目指して日々精
進します。よろしくお願い
します。

　岩手県の農業に貢献
できるように、一生懸
命頑張ります。よろし
くお願いします。

　少しでも早く仕事を覚
え、農家のみなさんの支
えになれるように一生懸
命頑張ります。よろしく
お願いします。

　診療技術を身につける
ことはもちろん、病気の発
生予防や診療レベルの向
上に貢献し、岩手の農業
を支えていきたいです。

　いち早く仕事に慣れ、
農家のみなさんの力にな
れるように頑張ります。
よろしくお願いします。

　覚えることがたくさん
ありますが、周りの方に
教わりながら一日でも早
く仕事などを覚えられる
ように日々頑張ります。

　家畜の健康管理や農
家の経営の役に立つ獣
医師になれるように、一
日一日を大切にして成長
していきたいです。

  

令
和
２
年
度
新
採
用
職
員
紹
介

   

よ
ろ
し
く

   

お
願
い
し
ま
す
！

大
豆
・
そ
ば
の

大
豆
・
そ
ば
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

加入方式と補償内容

加入申し込み期間

※1 全相殺方式は、出荷伝票等または青色申告書等により収穫量が把握できる農家が加入できます
※2 加入時に選択できます（一筆方式を除く）

※1 全相殺方式　
（大豆・そば）

農家ごとに、収穫量が基準収穫量の※2９・８・７割（そばは８・
７・６割）を下回った場合に共済金を支払います。

半相殺方式
（大豆）

農家ごとに、収穫量が基準収穫量の※2８・７・６割を下回った場合
に共済金を支払います。

地域インデックス方式
（大豆・そば）

農家ごとに、補償対象となる事故が発生した場合であって、統計
データによる収穫量が基準単収の※2９・８・７割を下回った場合に
共済金を支払います。

一筆方式（大豆）
令和３年産までで廃止

圃場ごとに、収穫量が基準収穫量の７割を下回った場合に共済金を
支払います。

大豆

極早生種 盛岡・胆江・磐井地域センター管内 5月1日 ～ 7月10日 まで

極早生種以外

盛岡・中部・宮古地域センター管内 5月1日 ～ 6月  5日 まで

胆江・磐井・東南部地域センター管内 5月1日 ～ 6月20日 まで

北部地域センター管内 5月1日 ～ 5月31日 まで

そ　ば
盛岡地域センター管内 6月1日 ～ 7月20日 まで

盛岡地域センター管内以外 6月1日 ～ 7月10日 まで

　

近
年
は
突
発
的
な
自
然
災
害
や
、

鳥
獣
害
の
発
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
、
大
豆
共

済
・
そ
ば
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
豆
共
済
の
一
筆
方
式
は

令
和
３
年
産
ま
で
で
廃
止
と
な
り
ま

す
。
ほ
か
の
方
式
へ
早
め
の
移
行
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

補
償
対
象
と
な
る
事
故

　
風
水
害
、
干
害
な
ど
の
自
然
災
害
、

火
災
、
病
虫
害
お
よ
び
鳥
獣
害

補
償
期
間

　

発
芽
期
（
移
植
す
る
場
合
は
移
植

期
）
か
ら
収
穫
期

掛
金
等
納
入
期
限

　

７
月
20
日
（
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

管
内
の
そ
ば
共
済
は
７
月
30
日
）

収
入
保
険
に
移
行
し
た
場
合

　

畑
作
物
共
済
の
責
任
期
間
中
に
発

生
し
た
事
故
は
、
引
き
続
き
収
入
保

険
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
い

た
だ
い
た
掛
金
等
は
全
額
お
返
し
し

ま
す
。

畑
作
物

共
済

　
掛
金
は
、
過
去
の
損
害
率
な

ど
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
共
済
金

の
受
け
取
り
が
少
な
い
方
は
、

掛
金
率
が
段
階
的
に
下
が
っ
て

い
き
ま
す

詳
し
く
は
、お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656

TEL：0194-28-3191

宮古家畜診療所

下閉伊北部出張所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診はできませんのでご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。
※土日祝日と夜間は、急患の受付に限定させていただきますのでご了承ください。

ほ
ど
培
養
し
て
か
ら
収
穫
し
ま
す
。「
収
穫
し
た

い
時
期
や
期
間
な
ど
に
合
わ
せ
て
原
料
の
配
合

を
変
え
る
こ
と
で
、
独
自
の
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
造

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
家
製
造
は
、
購
入
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

効
率
よ
く
複
合
経
営

　

大
鹿
糠
さ
ん
方
で
は
、
リ
ン
ゴ
や
ス
プ
レ
ー

ギ
ク
な
ど
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
ど
ん
な
作
物

に
も
リ
ス
ク
は
伴
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と
栽
培
品
目

を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
作

業
の
効
率
化
や
経
費
削
減
は
重
要
。
法
人
化
が

目
標
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
す
。

１つの菌床ブロックから１キロのシイタケを
収穫することが目標

新
た
な
品
目
に
挑
戦

　

大
鹿
糠
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
東
京
の
企
業

に
就
職
し
ま
し
た
が
「
い
つ
か
は
家
業
を
継
ぎ
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
」
と
平
成
17

年
に
実
家
に
戻
っ
て
就
農
。
両
親
と
一
緒
に
水
稲

な
ど
を
栽
培
す
る
ほ
か
、
新
た
に
菌
床
シ
イ
タ

ケ
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

購
入
費
削
減
に
つ
な
が
る

　
「
当
初
は
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
購
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
購
入
額
が
大
き
か
っ
た
で
す
」
と
大
鹿
糠

さ
ん
。
平
成
31
年
3
月
に
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
製

造
す
る
機
械
を
導
入
し
ま
し
た
。
木
製
チ
ッ
プ

や
米
ぬ
か
な
ど
を
機
械
に
入
れ
て
混
ぜ
込
ん
で

か
ら
袋
に
入
れ
ま
す
。
蒸
気
で
滅
菌
処
理
を
し

て
冷
却
し
た
後
に
シ
イ
タ
ケ
を
植
菌
。
５
か
月

久慈市

菌床ブロックを袋に入れる大鹿糠さん

菌
床
ブ
ロッ
ク
を
自
家
製
造

大
お お か ぬ か

鹿糠 正
ま さ ゆ き

行さん

　

久
慈
市
畑
田
の
大
鹿
糠
正
行
さ
ん
（
43
）
は
、

実
家
を
継
い
で
ハ
ウ
ス
４
棟
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
家
製
造

を
始
め
た
こ
と
で
購
入
費
削
減
に
つ
な
げ
ま
し

た
。
水
稲
や
リ
ン
ゴ
な
ど
と
の
複
合
経
営
で
、
経

営
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
奮
闘
中
で
す
。

「いろいろな配合を試して、独自の菌床ブロックを造りたい」
と大鹿糠さん

いちばん星 輝 く岩 手 の   農 業 人

ら
の
方
法
を
上
手
に
活
用
し
事
故
が
な
い
よ

う
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
倒
牛
で

安
全
な
作
業
を

診
療
所
通
信

岩
手
沿
岸
基
幹
家
畜
診
療
所

損
防
課

庄
野 

春
日 

技
術
主
査

　

農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
北
海

道
で
は
牛
に
よ
る
人
の
事
故
が
年
間
７
０
０

件
以
上
報
告
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

家
畜
は
毎
日
同
じ
こ
と
を
し
て
過
ご
す

の
を
好
む
動
物
な
の
で
、
人
が
良
か
れ
と

思
っ
て
行
う
こ
と
で
も
普
段
と
違
う
こ
と

を
さ
れ
る
と
、
興
奮
し
想
定
外
の
動
き
を

し
て
危
険
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
後こ
う
し肢
や
蹄ひ
づ
め、
乳
頭
に
触
る
際
は
後

肢
で
蹴
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

和
牛
で
あ
れ
ば
、
人
工
哺
乳
の
た
め
の
搾

乳
や
後こ
う
く躯
の
汚
れ
を
取
る
と
き
、
乳
牛
で

あ
れ
ば
乳
頭
を
処
置
す
る
場
合
や
難
産
介

助
の
と
き
な
ど
で
す
。

正
し
く
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
倒
牛
を

　

牛
は
ロ
ー
プ
を
１
本
使
っ
て
胴
体
を
締

め
付
け
る
こ
と
で
四
肢
の
自
由
を
奪
い
、
横

に
倒
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
く
つ
か
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
２
つ
紹
介
し
ま

す
（
写
真
参
照
）。
こ
れ
ら
は
倒
牛
す
る
必

要
が
あ
る
処
置
を
行
う
場
合
な
ど
特
殊
な

状
況
で
し
か
使
い
ま
せ
ん
が
、
横
倒
し
に
し

た
後
も
締
め
付
け
を
続
け
な
が
ら
、
四
肢

を
ロ
ー
プ
で
縛
れ
ば
蹴
ら
れ
た
り
す
る
危

険
性
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
な
環
境
を
確
保
し
て
作
業
を

　
た
だ
し
、
人
・
家
畜
と
も
に
事
故
が
な
い

よ
う
に
広
く
安
全
な
場
所
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
急
に
暴
れ
て
倒
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
畜
が
倒
れ
た
際
に
首
が
曲
り
呼
吸
困
難
を

起
こ
す
場
合
や
胃
液
を
誤ご
え
ん嚥
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
体
重
の
重
い
家
畜
は
、
長

時
間
の
横
倒
し
は
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ロ
ー
プ
に
よ
る
締
め
付
け
を
緩
め
る
と
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
立
ち
上
が
り
ま

す
が
、
そ
の
際
に
想
定
外
に
暴
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ

知
っ
て

得
す
る

首から脇を通したロープを背中でクロスさせ
て後ろに引っ張ることで四肢を締め上げます

（バーレイ法）

首や角
つの

に固定したロープを「ブランケット
ステッチ」の要領で胴体を締めます（ルー
フ法）。首が締まらないように気を付けま
しょう
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結いの大地 旬だより

　
奥
州
市
江
刺
米
里
の
「
る
り
工

房
（
大
和
久
る
り
子
代
表
＝
69

歳
）」
で
は
、
自
家
産
卵
を
使
用

し
た
プ
リ
ン
な
ど
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　
「
規
格
外
の
卵
を
活
用
し
、
お

菓
子
を
作
り
た
い
」
と
、
平
成
17

年
に
同
工
房
を
オ
ー
プ
ン
。
主

に
夫
の
彰
さ
ん
（
71
）
が
鶏
約

２
０
０
羽
を
飼
養
し
、
お
菓
子
作

り
は
る
り
子
さ
ん
が
担
当
。
お
菓

子
の
材
料
に
は
、
奥
州
市
産
の
野

菜
な
ど
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
る
り
子
さ
ん
は
「
鶏
に
ス
ト
レ

ス
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
平
飼
い

で
育
て
て
い
ま
す
。
卵
の
お
い
し

さ
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
プ
リ

ン
を
、
た
く
さ
ん
の
方
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
遠
野
市
遠
野
町
の
「
伊
勢
永
昌

園
（
伊
勢
高
之
園
主
＝
65
歳
）」

で
は
、
自
家
産
の
リ
ン
ゴ
と
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ミ
ッ
ク
ス

ジ
ュ
ー
ス
「
く
ま
さ
ん
の
で
ざ
ー

と
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
リ
ン
ゴ
50
㌃
、
ヤ
マ
ブ
ド

ウ
５
㌃
を
栽
培
す
る
伊
勢
さ
ん
。

ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
に
使
用
す
る

リ
ン
ゴ
の
品
種
は
、
酸
味
が
強
い

「
千
秋
」
で
す
。
ま
た
「
傷
み
や

す
い
の
で
気
を
付
け
て
い
ま
す
」

と
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
は
収
穫
後
す
ぐ

に
加
工
し
て
い
ま
す
。

　
伊
勢
さ
ん
は
「
完
成
す
る
ま
で

に
10
年
か
か
り
ま
し
た
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
後
味
が
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
で

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
」
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
一
関
市
藤
沢
町
に
あ
る
「
り
か

ち
ゃ
ん
工
房
の
昔
と
う
ふ
（
千
田

里
香
代
表
＝
46
歳
）」
で
は
、
地

元
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
製
法
で
豆

腐
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
大
豆
は
、
自
家
産
を

は
じ
め
、
国
産
の
「
ミ
ヤ
ギ
シ
ロ

メ
」
や
「
ナ
ン
ブ
シ
ロ
メ
」
で
す
。

豆
乳
に
ニ
ガ
リ
を
入
れ
て
固
め
て

か
ら
、
木
べ
ら
で
一
度
全
て
崩
し

て
型
枠
に
入
れ
、
重
し
を
乗
せ
ま

す
。

　
千
田
さ
ん
は
「
こ
の
地
域
で
昔

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
伝
統
的
な

作
り
方
で
す
。
水
分
を
抜
く
こ
と

で
、
ど
っ
し
り
と
し
た
豆
腐
に
仕

上
が
り
ま
す
。崩
れ
に
く
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

「たまご屋さんちのプリン」130円（税込み）「くまさんのでざーと」180㍉㍑　330円（税込み） 「りかちゃん工房の昔とうふ」400円(税込み)

▷主な販売先
　道の駅 遠野風の丘
　遠野市綾織町新里8-2-1
　℡0198-62-0222
▷商品はなくなり次第終了となり

ますので、事前にお問い合わせ
ください

▷主な販売先
　江刺ふるさと市場
　奥州市江刺愛宕字金谷83-2
　℡0197-31-2080

▷主な販売先
　道の駅むろね
　一関市室根町折壁字向山131-9
　℡0191-34-4180

自
家
産
卵
を
ス
イ
ー
ツ
に

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

伝
統
的
な
地
元
の
豆
腐

★

至
花
巻

至遠野市内

釜石線
道の駅遠野風の丘

283
遠野
バイ
パス

●
ガソリンスタンド

至
江
刺
市
街

至水沢

東
北
新
幹
線

14

251

★
江刺ふるさと市場

★

室根きらめきパーク
●

至気仙沼至千厩

道の駅むろね

284

奥
州
市

遠
野
市

一
関
市 　

矢
巾
町
煙
山
の
晴
山
千
代
さ

ん
（
59
）
と
母
の
佐
々
木
こ
よ
さ

ん
（
83
）
は
、
平
成
30
年
か
ら
キ

ク
ラ
ゲ
の
菌
床
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　
「
キ
ク
ラ
ゲ
は
、
食
物
繊
維
や

鉄
分
な
ど
が
豊
富
な
の
で
、
美
容

と
健
康
に
い
い
で
す
よ
」
と
晴
山

さ
ん
。「
生
育
に
は
、
ハ
ウ
ス
内

を
高
温
多
湿
に
保
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
年
間
を
通
し
て
安
定
し
た

収
量
を
目
指
し
、
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
晴
山
さ
ん
は
「
お
す
す
め
の
料

理
は
、
炒
め
物
や
ス
ー
プ
な
ど
で

す
。
つ
く
だ
煮
や
み
そ
汁
に
入
れ

て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
普
段
の

料
理
に
加
え
て
、
食
感
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

「矢巾町内のスーパーほか、近隣の産直などでも販売
しています」と晴山さん

さっと湯通ししてサラダに
加えて食感アップ

美
容
と
健
康
に
キ
ク
ラ
ゲ
を

矢
巾
町
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延長後の払込期限と申出期限（農業共済事業）

自然災害や病虫害、自然災害や病虫害、
鳥獣害などで鳥獣害などで
収量が下がった収量が下がった

倉庫が浸水して倉庫が浸水して
売り物にならない売り物にならない

災害で災害で
作付不能になった作付不能になった

盗難や運搬中の盗難や運搬中の
事故にあった事故にあった

市場価格が市場価格が
下がった下がった

取引先が取引先が
倒産した倒産した

けがや病気でけがや病気で
収穫ができない収穫ができない

輸出したが輸出したが
為替変動で為替変動で
大損した大損した

農業共済事業名 延長後の払込期限 申出期限 備考

農作物共済 水稲 令和２年８月２０日 令和２年７月３０日

畑作物共済
大豆 令和２年９月２０日 令和２年７月１９日

そば 令和２年９月　１日 令和２年７月１９日 盛岡地域の申出期限は７月２９日

果樹共済 りんご 令和２年８月　１日 令和２年６月２４日

家畜共済

令和２年９月３０日 通常の払込期限前まで
建物共済の自動継続特約など払込
猶予期限がある場合は、期限満了
までに申し出をしてください

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

例　水稲共済の場合、延長を希望される方は７月３０日までに申し出をすることで、８月２０日まで払込期限を延長できます。
農作業や被害発生の記録を記入できます

活
用
し
て
く
だ
さ
い

収
入
保
険 

経
営
管
理
ノ
ー
ト

　

収
入
保
険
に
ご
加
入
さ
れ
た
方
に
は
「
収
入
保
険

経
営
管
理
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
施
肥
や
防

除
、
収
穫
や
被
害
発
生
な
ど
を
記
録
す
る
農
作
業
日

誌
と
し
て
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど
の
変
更
や

被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
が
な
い
場
合
、保
険
金・

特
約
補
て
ん
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
販
売
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、

収
入
保
険
で
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

 

補
償
の
対
象
で
す
！

　
収
⼊
保
険
は
、
農
業
者
の
経
営
努
⼒
だ
け
で

は
避
け
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る

収
⼊
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

例
え
ば

・
農
業
法
⼈
が
従
業
員
を
休
ま
せ
た
こ
と
で
、

計
画
ど
お
り
の
営
農
が
で
き
ず
収
穫
量
が
減

少
し
た

・
直
売
所
の
来
客
数
が
減
少
し
て
、
売
り
上
げ

が
落
ち
込
ん
だ

・ 

学
校
給
⾷
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
⽌
な
ど
で
、
計

画
ど
お
り
の
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た

な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
収
入
保
険

収入保険の補償内容
1. 5.

2. 6.

3. 7.

4. 8.

QQ
&&
AA

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
方

掛
金
等
払
込
期
限
を

掛
金
等
払
込
期
限
を

延
長
で
き
ま
す

延
長
で
き
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
農
業
共
済
の

掛
金
、
賦
課
金
、
収
入
保
険
の
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が

困
難
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
払
込
期
限
を
延
長
で
き
ま

す
。
延
長
に
は
申
し
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

払
込
期
限
の
延
長
措
置

　
掛
金
等
の
払
込
期
限
延
長
措
置
を
適
用
す
る
と
、
延
長

し
て
い
る
間
の
事
故
に
つ
い
て
は
掛
金
等
が
未
納
で
あ
っ

て
も
本
人
の
請
求
の
申
し
出
に
よ
り
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

※
延
長
に
よ
っ
て
猶
予
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
掛
金
等
が
払

い
込
ま
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
猶
予
期
間
ま
で
に
発
生

し
た
事
故
の
共
済
金
の
返
還
が
生
じ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

延
長
の
申
し
出

　
払
込
期
限
を
延
長
す
る
に
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
申
し
出
が
必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
延
長
の
申

出
期
限
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
延
長
の
申
出
期
限
、
延
長
す
る
払
込
期
限
は
各
農
業
共

済
事
業
の
品
目
ま
た
は
収
入
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

（
下
表
ま
た
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

加
入
申
込
書
は
従
来
の

期
限
内
に

　
延
長
措
置
を
適
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
加
入
申
込

書
は
期
限
内
に
提
出
が
必
要
で
す
。
個
別
訪
問
に
よ
る
加

入
申
し
込
み
の
手
続
き
が
困
難
な
方
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
加
入
申
し
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

収
入
保
険
の

納
入
期
限
の
延
長

　
保
険
料
、
積
立
金
、
付
加
保
険
料
（
事
務
費
）
の
納
入

期
限
に
つ
い
て
、
保
険
期
間
を
開
始
す
る
日
か
ら
11
か
月

を
経
過
す
る
日
を
限
度
に
延
長
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
は
当
面
、
令
和
2
年
7
月
末
日
ま
で
に
保
険
期

間
が
開
始
す
る
加
入
者
（
加
入
予
定
者
含
む
）
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
保
険
料
な
ど
の

支
払
い
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
方
と
な

り
ま
す
。 
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領
収
書

領
収
書
のの
保
管
保
管
を
お
願
い
し
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す

農業共済新聞を読みませんか
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
掛
金
等
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
所
定
の
様
式
の
領
収
書
（
左
図
参
照
）
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
農
業
保
険
制
度
や
農
政
ニ
ュ
ー

ス
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
最
新
の
営
農
技
術
や
生

産
者
の
創
意
工
夫
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
岩
手
版
」
の
紙
面
で
は
、県
内
の
身
近
な
話
題
、

「
東
北
版
」
に
は
東
北
各
県
の
話
題
が
満
載
で
す
。

領収書の様式 （次のいずれかを発行します）

連番複写式領収書連番複写式領収書
（家畜診療費等現金領収書）（家畜診療費等現金領収書）

電算システム領収書電算システム領収書

連番複写式領収書連番複写式領収書
（掛金等現金領収書）（掛金等現金領収書）

み ほ んみ ほ ん

み ほ んみ ほ ん

み ほ んみ ほ ん

み ほ んみ ほ ん

払込通知書兼受領書払込通知書兼受領書

口
座
振
替
の
お
願
い

　
掛
金
等
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入
、

捺
印
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
実
施
中

　
「
岩
手
版
」
で
は
、
ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
実
施
中
で

す
。
紙
面
に
あ
る
応
募
券
を
３
枚
集
め
て
、
は
が
き
に
貼
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
県
内
特
産
品
が
７
名
に

当
た
り
ま
す
。

※
「
東
北
版
」
紙
面
に
は
応
募
券
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
新
品
種
の
紹
介

・
栽
培
の
工
夫

・
経
費
、
労
力
削
減
の
取
り
組
み

・
特
産
品
の
普
及
に
か
け
る
思
い

・
新
規
就
農
者
の
意
気
込
み

・
鳥
獣
害
対
策　
　
　
　
　
な
ど

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手

農
業
共
済
新
聞

ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト　
係

盛
岡
市
北
飯
岡
１
丁
目
10
番
50
号

020-0857①郵便番号・住所
②氏名
③年齢
④電話番号
⑤紙面への感想

　
や
む
を
得
ず
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た
場
合
、
加
入

内
容
な
ど
の
確
認
の
通
知
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内

容
を
確
認
の
う
え
、
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

 口座振替はこんなに便利！

忙
し
い
時
期
も

忙
し
い
時
期
も

安
心
し
て
作
業
に

安
心
し
て
作
業
に

集
中
で
き
る
よ
！

集
中
で
き
る
よ
！

掛
金
が
口
座
か
ら

掛
金
が
口
座
か
ら

引
落
さ
れ
る
か
ら
、

引
落
さ
れ
る
か
ら
、

払
い
忘
れ
が
無
い
ね

払
い
忘
れ
が
無
い
ね

役立つ農業の話題や農業情勢ニュースをお届けします

応募はがき オモテ

ご愛読者プレゼントの例

応募はがき ウラ

例えば

農業共済新聞
発行：月４回（毎週水曜日）
購読料：月額495円（税込み）
購読の申し込みはお近くのNOSAIへ

応募券を３枚一組にして、
のりなどで貼ってください

切
手

みほんみほん
みほんみほんみほんみほんみほんみほん
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花き産業・文化の基本方針案まとまる

基
盤
強
化
と
需
要
増
進
へ

　
農
林
水
産
省
は
「
花
き
産
業
及
び
花
き
文
化
の
振

興
に
関
す
る
基
本
方
針
」の
見
直
し
案
を
ま
と
め
た
。

花
き
消
費
の
伸
び
悩
み
や
安
価
な
切
り
花
の
輸
入
増

な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
次
世
代
施
設
園
芸
の
面
積

拡
大
や
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
な
ど
生
産
基
盤

の
強
化
を
図
る
方
針
を
明
記
。
輸
出
促
進
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ど
を
活
用
し
た
需
要
の

増
進
も
打
ち
出
し
た
。
災
害
な
ど
リ
ス
ク
へ
の
備
え

に
は
「
農
業
保
険
の
普
及
推
進
」
を
強
調
し
た
。
花

き
は
国
民
の
心
豊
か
な
生
活
に
貢
献
す
る
も
の
で
、

産
出
額
は
農
業
全
体
の
４
％
を
占
め
、
若
い
農
家
の

活
躍
が
目
立
つ
な
ど
農
業
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を

担
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

う
需
要
減
へ
の
対
応
を
含
め
、
生
産
者
が
安
心
し
て

経
営
展
開
で
き
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

令
和
10   
年
の
産
出
額

４
５
０
０
億
円
を
目
指
す

　
基
本
方
針
は
、
花
き
振
興
法
（
平
成
26
年
成
立
）

に
基
づ
き
、
需
要
に
即
し
た
生
産
目
標
や
振
興
施
策

な
ど
を
示
す
も
の
。
現
行
基
本
方
針
は
平
成
27
年
に

策
定
さ
れ
た
。

　
見
直
し
案
で
は
、
花
き
の
需
要
見
通
し
に
基
づ
く

産
出
額
の
目
標
は
、
令
和
10
年
に
平
成
29
年
実
績
比

22
％
増
の
４
５
０
０
億
円
に
設
定
。振
興
施
策
は「
生

産
者
の
経
営
安
定
」「
生
産
性
・
品
質
向
上
の
促
進
」

「
鮮
度
保
持
」「
輸
出
促
進
」な
ど
８
項
目
を
挙
げ
た
。

　
経
営
安
定
で
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た

共
同
利
用
施
設
の
導
入
に
加
え
、
暑
熱
対
策
な
ど
に

よ
る
周
年
生
産
や
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導
入

推
進
な
ど
を
明
記
。
環
境
制
御
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
を
目
指
し
た
次
世
代
施
設
園
芸
の
面
的
拡

大
も
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
促
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

〝
備
え
〟
は
「
農
業
保
険
」

　
災
害
な
ど
リ
ス
ク
へ
の
備
え
で
は
「
農
業
保
険
の

普
及
促
進
」
を
柱
に
据
え
、「
収
入
減
少
を
補
て
ん

す
る
収
入
保
険
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
損
失
を
補
て
ん

す
る
園
芸
施
設
共
済
な
ど
の
普
及
促
進
・
利
用
拡
大

の
取
り
組
み
を
進
め
る
」
と
記
述
し
た
。

　
生
産
性
・
品
質
向
上
の
促
進
で
は
、
産
地
間
連
携

に
よ
る
技
術
交
換
な
ど
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。
輸

出
促
進
で
は
、
新
た
に
産
地
で
の
輸
出
対
応
型
栽
培

体
系
の
確
立
や
国
際
園
芸
博
覧
会
へ
の
政
府
出
展
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
な
ど
を
活

用
し
た
海
外
需
要
の
創
出
な
ど
を
明
記
し
た
。

　

需
要
増
進
で
は
、
国
際
園
芸
博
覧
会
な
ど
の
開
催

支
援
に
加
え
、
国
民
へ
の
周
知
・
宣
伝
の
抜
本
的
な
強

化
へ
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
消
費
が
低
迷
す

る
若
者
を
中
心
に
効
果
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
に

　
国
内
の
花
き
生
産
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
栽
培
面

積
・
産
出
額
と
も
に
ピ
ー
ク
時
（
約
25
年
前
）
の
６

割
弱
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
花
離
れ
に
加
え
、
輸
入

切
り
花
類
の
増
加
な
ど
が
要
因
で
、
生
産
農
家
も
10

年
で
約
３
割
減
少
。
需
要
喚
起
と
輸
入
シ
ェ
ア
奪
還

へ
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
具
体
化
と
早
期
の

実
行
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
花
き
産
業
に
も
打
撃
が
広
が
っ
て

い
る
。
現
場
の
不
安
を
払
し
ょ
く
し
、
次
世
代
を
担

う
人
材
が
育
つ
対
策
の
着
実
な
実
行
も
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　千葉県出身の良美さんは、
昨年１０月から宮古市の地域
おこし協力隊として活動してい
ます。「大学生の時に１０回ほ
ど宮古市を訪れ、自然の豊か
さや人のおおらかさに魅力を
感じました」と話します。
　現在は主に空き家となった
建物の管理に取り組んでいま
す。「空き家問題にはさまざま
な背景があります。地域の方
がこの問題と向き合い、空き
家を活用できる仕組みを作り
たい」と意気込んでいます。
　趣味はカフェ巡りです。「市
の中心部から徒歩で行けるお
店がいくつもあります」と目を
輝かせました。

上
う え の は ら

之原 良
よ し み

美さん（23）

宮古市

先日訪れたカフェのパスタが
おいしかったです

なでしこ
n a
d e s h i k o

私も農家のサポーター
農  政  最  前  線

県内の共済部長さん
を紹介します

個
人
間
取
引
は「
自
己
責
任
」が
原
則

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
商
品
を
取

引
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
商
品
の
品
質
や
支
払
い
手
続
き

な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
買
い
物
の
場

合
、
購
入
者
（
消
費
者
）
は
様
々
な
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
個
人
間
取

引
は
、
出
品
者
と
購
入
者
と
い
う
対
等
な

者
同
士
の
「
契
約
」
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、

自
己
責
任
が
原
則
。
そ
の
た
め
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
場
合
に
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の

運
営
業
者
に
相
談
し
て
も
、
利
用
者
同
士

で
解
決
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般

的
で
す
。

利
用
前
に
禁
止
事
項
な
ど
の
確
認
を

　
一
方
で
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
、「
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
と
い

う
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
り
、「
禁

止
行
為
」
を
設
け
て
い
る
運
営
事
業
者
も

い
ま
す
。
そ
こ
で
利
用
者
は
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
取
引
を
始
め
る
前
に
必

ず
利
用
規
約
を
読
み
、
禁
止
事
項
や
注
意

点
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た

購
入
時
に
は
、
出
品
情
報
や
取
引
相
手
情

報
な
ど
の
取
引
記
録
を
残
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
、
当
事
者
間

で
の
話
し
合
い
や
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
へ

の
相
談
で
も
交
渉
が
進
ま
な
い
場
合
は
、

最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

27年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

個
人
間
取
引
の
注
意
点

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

13

NOSAIの輪
　

西
和
賀
町
沢
内
・
東
大
野
地
区
の
共

済
部
長
を
務
め
る
八
京
さ
ん
は
、
民
謡
歌

手
と
三
味
線
奏
者
と
し
て
年
に
20
回
ほ
ど

舞
台
に
立
って
い
ま
す
。

　
「『
沢
内
甚
句
』
は
凶
作
時
に
年
貢
米

の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
『
お
よ
ね
』
と
い

う
女
性
の
悲
哀
を
唄
っ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
原
型
と
な
っ
た
の
が
『
め

で
た
節
』
や
『
じ
ん
こ
節
』
で
す
。
昔
は

行
事
や
祝
い
事
で
唄
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

で
は
披
露
す
る
機
会
が
減
って
し
ま
い
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

　
八
京
さ
ん
は
沢
内
民
謡
保
存
会
会
長

も
務
め
て
い
ま
す
。「
唄
い
継
が
れ
て
き
た

地
元
の
節
を
復
活
さ
せ
て
、
後
世
に
受
け

継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
Ｃ
Ｄ
も
出
し
た
い

で
す
ね
」
と
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。

愛用の三味線と和太鼓とマイク

八
は っ け

京 俊
し ゅ ん い ち

一さん（67）

西和賀町沢内・東大野地区

共済部長歴１2年

唄
い
継
が
れ
た
民
謡
を
後
世
に
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お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
２
年
３
月
31
日
付
け
で
13

人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
本
所

　
畠
山
定
美
（
参
事
）

■
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

　
盛
岡
・
紫
波
支
所

　
武
田
透
（
支
所
長
）

　
鎌
田
ま
な
（
総
務
係
副
主
事
）

■
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
高
橋
憲
明
（
セ
ン
タ
ー
長
）

■
磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

　
武
田
久
光
（
収
穫
共
済
課
主
幹
）

■
北
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
永
田
好
則
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　
長
畑
武
彦
（
家
畜
課
主
幹
）

■
岩
手
県
北
基
幹
家
畜
診
療
所

　
西
家
眞
雄
（
所
長
兼
庶
務
課
課
長
）

■
岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所

　
懸
田
和
子
（
診
療
課
技
術
主
幹
）

　
大
久
保
悠
紀
（
診
療
課
技
師
）

　
大
久
保
成
（
損
防
課
技
師
）

■
岩
手
沿
岸
基
幹
家
畜
診
療
所

　
高
橋
成
幸
（
所
長
兼
庶
務
課
課
長
）

　
菊
池
重
嘉
（
技
術
主
幹
）

ＮＯＳＡＩ岩手のホームページアドレス

http://nosai - iwate.net/
または 「 ＮＯＳＡＩ岩手 」で　　　　

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
連
絡

■
被
害
の
発
生

　
自
然
災
害
や
干
害
、
火
災
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
お
よ
び
ハ
ウ
ス
、

建
物
、
農
機
具
の
事
故
に
つ
い
て

も
被
害
を
確
認
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
変
更
や
建

物
の
物
件
、
農
機
具
の
機
種
な

ど
加
入
内
容
の
変
更

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
が
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
家
畜
の
異
動

疾
病
傷
害
共
済

　
子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で
共

済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合

は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間
以
内
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
前
の
付
保
割
合
や
異
動
日

前
後
の
家
畜
の
合
計
価
額
に
よ
っ
て

は
変
更
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
廃
用
共
済

　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度（
以

下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、
責
任

期
間
終
了
時
に
飼
養
実
績
を
確
認

し
ま
す
。
加
入
申
し
込
み
時
の
予

定
飼
養
頭
数
と
期
末
時
の
飼
養
実

績
と
の
調
整
事
務
を
行
い
ま
す
の

で
、
牛
の
異
動
な
ど
は
速
や
か
に

ト
レ
サ
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

損
害
防
止
事
業
を

実
施
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
損
害
防
止
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
実
施
内
容
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
近
く

の
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

建物共済：失火見舞費用共済金が１世帯あたり最大で
２０万円から○○万円に引き上げられました。○○に
当てはまる数字をお答えください。 （ヒント：4ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に、図書カードをプレゼントします。
●応募締切　令和2年6月16日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

【3月号の答え】 
「2（回目）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ?今

月
の
表
紙

花
巻
市
金
矢

及
川
徹
さ
ん（
68
）、規
子
さ
ん（
71
）の

お
孫
さ
ん

　おじいちゃんの「煌大、出番だぞー」の呼
びかけに、準備万端で登場した煌大くん。
この日は水稲の苗箱運びを手伝いました。
　足がとっても速い煌大くんは、野球のス
ポーツ少年団に入っています。ポジションを
聞くと「センターで打順は１番です！」と教え
てくれました。好きな授業は体育と国語。中
でも漢字が得意だそうです。
　おじいちゃんの徹さんは「まだ小さい妹の
面倒もよく見てくれますよ。元気に野球を
頑張ってほしいです」と笑顔を見せました。

高
橋 

煌こ

う

た大
く
ん（
10
歳
）

●
旬
だ
よ
り
の
一
戸
町
の「
ほ
ー
れ
ん
と

う
」の
デ
ザ
イ
ン
が
う
ず
巻
で
色
が
き

れ
い
で
す
ね
。
宮
古
市
の「
し
そ
あ
ん
ぱ

ん
」も
食
が
進
み
そ
う
で
す
。

	
	

【
岩
手
町　
T
さ
ん
】

●
い
ち
ば
ん
星
を
見
て
初
め
て「
紅
菜
苔
」

と
い
う
野
菜
を
知
り
ま
し
た
。
も
し
か

し
て
中
国
の
野
菜
で
し
ょ
う
か
？
私
の

家
に
も
育
苗
ハ
ウ
ス
が
１
棟
あ
り
ま
す

が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
ハ
ウ
ス
を
活
用

で
き
る
の
を
知
り
、
退
職
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	
	

【
盛
岡
市　
K
さ
ん
】

●
暮
ら
し
に
役
立
つ
マ
メ
知
識
を
読
ん
で
、

孤
立
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。	

【
花
巻
市　
F
さ
ん
】

●
ト
ラ
ク
タ
ー
点
検
の
特
集
良
か
っ
た
で

す
。
簡
単
に
点
検
で
き
る
部
分
も
あ
る

ん
で
す
ね
。
い
つ
で
も
点
検
で
き
る
よ

う
に
保
存
し
ま
す
。【

奥
州
市　
I
さ
ん
】

●
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
表
紙
が
大

好
き
で
す
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
す

ね
。
私
も
牛
さ
ん
に
会
い
た
く
な
り
ま

し
た
。	

【
一
関
市　
T
さ
ん
】

●
旬
だ
よ
り
の
雫
石
町
の
完
熟
ト
マ
ト
で

濃
厚
ジ
ュ
ー
ス「
ト
マ
ト
屋
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
ネ
ク
タ
ー
」と
っ
て
も
気
に
な
り

ま
し
た
。
お
い
し
そ
う
な
の
で
近
い
う

ち
に
飲
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

	
	

【
一
戸
町　
K
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

広
報
紙
の
発
行
見
合
わ
せ
を
検
討
し
て
い
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、組
合
員
の
み
な
さ
ん
への
お
知
ら
せ
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
毎
年
通
常
総
代
会
で
議
決
さ
れ
る
組
合
の
財
務
状
況

な
ど
も
今
後
掲
載
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
広
報
紙
の
配
布
を
各
地
区
の
共
済
部
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
事
態
が
収
束
す
る
ま
で

の
間
は
広
報
紙
の
発
行
見
合
わ
せ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

検 索

県内の水稲、麦、大豆、果樹の生育状況なども掲載予定です。

ホームページの画面

パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

2
年

5
月

20
日

N
o.315

結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

キュウリ	
1本

エビのむき身	
100㌘

酒・片栗粉	
各小さじ1

ショウガみじん切り	
１片分

長ネギみじん切り	
５㌢

サラダ油　　　　　	 大さじ１/２

合わせ調味料
コチュジャン・砂糖	

各小さじ１	

ゴマ油・酒・醤油	 各大さじ１/２

材料 ( ２人分 )

キ
ュウ
リ
の
ピ
リ
辛

エ
ビ
そ
ぼ
ろ
の
せ

キ
ュ
ウ
リ
を

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

キ
ュ
ウ
リ
は
斜
め
に
５
㍉
の
厚
さ
で

マ
ッ
チ
棒
状
に
切
っ
て
皿
に
盛
る
。

❷ 
エ
ビ
は
背
わ
た
を
取
っ
て
５
㍉
角
く

ら
い
に
切
り
、
酒
と
片
栗
粉
を
揉
み
こ

ん
で
お
く
。

❸ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
長
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
て

火
に
か
け
、
香
り
が
出
た
ら
❷
を
加
え

て
さ
ら
に
炒
め
る
。

❹ 

エ
ビ
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
、
合
わ
せ

調
味
料
を
入
れ
て
一
気
に
煮
か
ら
め
、

❶
の
上
に
か
け
る
。

　

キ
ュ
ウ
リ
の
千
切
り
は
、
斜
め
に
薄

切
り
し
、
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
重
ね
て

切
る
と
、
上
下
に
皮
の
緑
の
部
分
が
付

い
て
、見
た
目
が
き
れ
い
で
す
。

　

う
ど
ん
や
そ
う
め
ん
の
上
に
の
せ
て

も
お
い
し
い
で
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

キュウリは水分がとても多く、カリウムが体内
の余分なナトリウムの排出を助けてくれます。

キュウリ

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
TEL：0198–23–5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町13-70-4
 （鵜住居地区24-2街区10-1画地）

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net/
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